
チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ

① 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切であるか 〇

②
職員の配置数や専門性は適切であるか   (基準は児童10人に
対し職員3名)

〇

③
療育空間は本児にわかりやすい構造化※された環境になって
いるか。また、障がい特性に応じ事業所の設備等は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮がなされているか。

〇

④
事業所内は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、子ども達の療育活動に合わせた空間となっているか

〇

⑤
業務改善を進めるための計画⇒実行⇒評価⇒改善（目標設定
と振り返り）に、広く職員が参画しているか

〇

⑥
保護者向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実
施するとともに保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげ
ているか

〇

⑦
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏ま
え、事業所として自己評価を行うとともに、保護者等の意向を把
握し業務改善につなげているか

〇

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげて
いるか

〇

⑨ 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保しているか 〇

⑩
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客
観的に分析した上で個別支援計画を作成しているか

〇

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメ
ントツールを使用しているか

〇

⑫

個別支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」の「発達支援」、「家族支援」、「地域支援」
で示す支援内容の中から保護者のニーズや子どもの支援に必
要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか

〇

⑬ 個別支援計画に沿った支援が行われているか 〇

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇

⑮ 活動プログラムが話し合いのもとで計画的に進められているか 〇

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宣組み合わせ
て個別支援計画を作成しているか

〇

⑰
支援開始前には職員間で必ず打合わせをし、その日行われる
支援の内容や役割分担について確認しているか

〇

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支
援の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか

〇

⑲
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、支援検証・
改善につなげているか

〇

⑳
定期的にモニタリングを行い、個別支援計画の見直しの必要性
を判断しているか

〇

(注釈)　※「構造化された環境」とは、この部屋で何をするのか示せるように、タイルカーペットの色をわけたり棚の配置場所など

　  ※「ペアレント・トレーニング」とは、保護者さまがお子さまの行動を観察して障がい特性を理解したり、障がいの特性

　　　 お子さまの本人にわかりやすくすることです。

　　　 を踏まえた褒め方等を学ぶことにより、お子さまが適切な行動を獲得することを目標とします。

事業所名 :  【　音の森あさひかわ　】 2023年3月10日実施日 :

[事業所向け]　児童発達支援 自己評価表 

専門家によるシステム構築準備中
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㉑
障がい児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子ども
の状況に精通した最もふさわしい者が参画しているか

〇

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携し
た支援をおこなっているか

〇

㉓
(医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのある子ども等
を支援している場合)　地域の保健、医療、障がい福祉、保育、
教育等の関係機関と連携した支援を行っているか

㉔
(医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのある子ども等
を支援している場合)　子どもの主治医や協力医療機関等と連
絡体制を整えているか

㉕
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害
者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けてい
るか

〇

㉖
移行支援として保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校
(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っ
ているか

〇

㉗
移行支援として小学校や特別支援学校との間で、支援内容等
の情報共有と相互理解を図っているか

〇

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障がいのない子
どもと活動する機会を求められている場合、対応できているか

〇

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等
へ積極的に参加しているか

〇

㉚
日頃から子どもの状況を保護者に伝え合い、子どもの発達の状
況や課題について共通理解を持っているか

〇

㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族
支援プログラム(ペアレントトレーニング等)の支援を行っている
か

〇

㉜
運営規定、支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか

〇

㉝

「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び保護者のニー
ズが反映された支援内容に基づき作成された「個別支援計画」
を示しながら支援内容の説明を行い、保護者からの同意を得て
いるか

〇

㉞
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必
要な助言と支援を行っているか

〇

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会や茶話会等を開催する
等により、保護者同士の連携を支援しているか

〇

㊱
子どもや保護者からの相談や申し入れについて対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申し入れが
あった場合に迅速かつ適切に対応しているか

〇

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等
の情報を子どもや保護者に対して発信しているか

〇

㊳ 個人情報に十分注意しているか 〇

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため
に配慮をしているか

〇

㊵
事業所の行事(ワークショップ等)に地域住民を招待する等地域
に開かれた事業運営を図っているか

〇

㊶
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア
ルを策定し、職員や保護者に周知しているか

〇

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練を行っているか

〇

㊸
事前に服薬や予防接種、てんかん発作等の子どもの状況を確
認しているか

〇

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、保護者の要望に応じて
医師の指示書に基づく対応がされているか

〇

㊺ ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか 〇

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切に対
応しているか

〇

㊼
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た
上で、個別支援計画に記載しているか

コロナ過による実施の見送り

児童発達支援管理責任者が担当

該当／非該当

該当／非該当

保護者さまのニーズに合わせて対応

保護者さまのニーズに合わせて対応

該当／非該当

コロナ過による実施の見送り

通信の発行（１回/隔月、６回/年）

６月・９月と年２回（地震・火災/水害）
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虐待防止・身体拘束委員会設置　内部研修の実施



２０２３．２実施

チェック項目 はい どちらともい
えない いいえ わからない 無回答 ご意見 ご意見を踏まえた対応

① お子さまの活動等のスペースが十分に確保されているか 88% 0% 0% 12% 0%

②
職員の配置数や専門性は適切であるか   (基準は児童10
人に対し職員3名) 82% 3% 0% 15% 0%

・事業所定員は10人/日です。常時
５名～６名の職員を配置致しており
ます。

③
事業所の設備等は、お子さまが安全かつ安心に通えるよ
う配慮がなされているか。　　事業所内は、お子さまにわ
かりやすい※構造化された環境になっているか。

82% 0% 0% 18% 0%

④
事業所内は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっている
か。また、お子さまの療育活動に合わせた空間となってい
るか

79% 3% 0% 18% 0%
実際に事業所内を見に行くこと
がないので、設備や心地よく過
ごせる環境かどうかはわかりま
せん。

・機会がございましたらお立ちより
頂ければと思います。また長期休
み等に療育参観も実施致しており
ますので宜しくお願い致します。

⑤
お子さまの課題と保護者さまのニーズが客観的に分析さ
れた上で、児童発達支援計画が作成されているか 100% 0% 0% 0% 0%

⑥
個別支援計画には、お子さまの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されて
いるか

97% 0% 0% 3% 0%

⑦ 個別支援計画に沿った支援が行われているか 91% 0% 0% 9% 0%

⑧
療育プログラム内容が固定化しないよう工夫されている
か 76% 6% 3% 15% 0%

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や活動する機
会を希望されますか 33% 18% 39% 9% 0%

⑩
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明がなされた
か 94% 3% 0% 3% 0%

⑪
「個別支援計画」を示しながら、支援内容について丁寧な
説明がなされたか 100% 0% 0% 0% 0%

⑫
保護者さまに対して行われる家族支援プログラム（※ペア
レント・トレーニング等）の機会を希望されますか 39% 24% 30% 6% 0%

⑬
お子さまの状況や課題について共通理解ができていると
思いますか 91% 9% 0% 0% 0%

⑭
保護者さまに対して面談や、育児に関する助言要請が
あった場合、適切に対応しているか 97% 0% 0% 3% 0%

⑮
茶話会等の開催等により保護者様同士の連携が支援さ
れているか 12% 12% 36% 39% 0% ・今年は久しぶりの実施を予定致し

ております。

⑯
お子さまや保護者様からの相談や申入れがあった際に迅
速かつ適切に対応されているか 91% 3% 0% 6% 0%

⑰
お子さまや保護者さまとの意思の疎通や情報伝達は適切
になされていますか 100% 0% 0% 0% 0%

いつも子どもの楽しんでいる様
子を連絡帳で伝えて頂き，こちら
も安心してお願いすることができ
ます。今後もよろしくお願いいた
します。

・情報交換を大切にしたいと考えて
おりますので宜しくお願い致しま
す。

⑱
定期的に会報(オトモリ通信)やホームページ等で、活動概
要や行事予定などは十分に発信されているか 97% 0% 0% 3% 0% ・これからも定期発行（2ヶ月毎）を

してまいります。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 82% 0% 0% 18% 0%

⑳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定しておりますが、保護者さまに周知・説明
されているか

88% 3% 0% 9% 0%
各種マニュアルについては事業所
内での掲示、定期的に職員による
内部研修を実施いたしております。

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難訓練が行われて
いるか 52% 3% 0% 45% 0%

通信にも掲載させて頂いておりま
すが、毎年６月と９月に火災及び災
害避難訓練を実施致しております。

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 88% 12% 0% 0% 0%

毎週音の森さんに行くのをとても
楽しみにしています。我が子に
とって、なくてはならない場所に
なっているようです。これからも
楽しい活動よろしくお願いしま
す。

・これからもお子さまや保護者さま
に満足頂ける様、努めて参ります。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 100% 0% 0% 0% 0%

天候や道路状況を考慮してなの
か、帰宅時間が早まることが数
回ありました。幸い、その時間は
家にいて対応できましたが、毎
回対応できるとも限らないので、
早まるようなら連絡が欲しいで
す。また、支援時間が通常よりも
短くなっているということなのか、
疑問です。

・ご迷惑をお掛け致しております。
その日の児童さんの利用状況によ
り送迎ルートを変更する場合がご
ざいます。また来所児童の人数に
よってプログラム進行のタイムスケ
ジュールが乱れる場合がございま
す。普段と送りの時間が異なる場
合は事前に連絡を入れる様にし、
出発時間の乱れを無くすよう改善
致します。

(注釈)　※「構造化された環境」とは、この部屋で何をするのか示せるように、タイルカーペットの色をわけたり棚の配置場所など

　　　　　※「ペアレント・トレーニング」とは、保護者さまがお子さまの行動を観察して障がい特性を理解したり、障がいの特性
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事業所名 :  音の森あさひかわ

[保護者様向け] 児童発達支援 評価表 集計結果

公表日 :  令和 5年  ３月２４日 利用児童数４１名　　　　回収数　33名　　８０%　

　　　　　　　を踏まえた褒め方等を学ぶことにより、お子さまが適切な行動を獲得することを目標とします。
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　　　　　　　お子さまの本人にわかりやすくすることです。



チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
であるか

〇

②
職員の配置数や専門性は適切であるか   (基準は
児童10人に対し職員3名)

〇

③

療育空間は本児にわかりやすい構造化された環境
になっているか。また、障がい特性に応じ事業所の
設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮
がなされているか。

〇

④
業務改善を進めるための計画⇒実行⇒評価⇒改
善（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画してい
るか

〇

⑤
保護者向け評価表を活用する等によりアンケート調
査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげているか

〇

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開しているか

〇

⑦
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改
善につなげているか

〇

⑧
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保しているか

〇

⑨
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイ
サービス計画を作成しているか

〇

⑩
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ
れたアセスメントツールを使用しているか

〇

⑪ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇

⑫
活動プログラムが話し合いのもとで計画的に進めら
れているか

〇

⑬
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やか
に設定して支援しているか

〇

⑭
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宣組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成
しているか

〇

⑮
支援開始前には職員間で必ず打合わせをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確認し
ているか

〇

⑯
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その
日行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等
を共有しているか

〇

⑰
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、
支援検証・改善につなげているか

〇

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ
ス計画の見直しの必要性を判断しているか

〇

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせ
て支援をおこなっているか

〇

事業所名 :  【　音の森あさひかわ　】 2023年3月10日実施日 :

[事業所向け]　放課後等デイサービス自己評価表 

専門家によるシステム構築準備中

適
切
な
支
援
の
提
供

改善目標、工夫している点など
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⑳
障がい児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が
参画しているか

〇

㉑

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、
子どもの下校時間の確認等）、連絡調整（送迎時の
対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っている
か

〇

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合、保
護者のニーズがあった場合、子どもの主治医等と
連絡体制を整えているか

㉓
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こど
も園、児童発達支援事業所との間で情報共有と相
互理解に努めているか

〇

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から
障害福祉サービス事業所等へ移行時、保護者の要
望があった場合それまでの支援内容等の情報を提
供する等しているか

〇

㉕
児童発達支援センターや発達障害者支援センター
等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている
か

〇

㉖
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいの
ない子どもと活動する機会を求められている場合、
対応できているか

〇

㉗
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子
育て会議等へ積極的に参加しているか

〇

㉘
日頃から子どもの状況を保護者に伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解を持ってい
るか

〇

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対して家族支援プログラム(ペアレントトレーニング
等)の支援を行っているか

〇

㉚
運営規定、支援の内容、利用者負担等について丁
寧な説明を行っているか

〇

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切
に応じ、必要な助言と支援を行っているか

〇

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護者会や茶話会
等を開催する等により、保護者同士の連携を支援し
ているか

〇

㉝

子どもや保護者からの相談や申し入れについて対
応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周
知し、相談や申し入れがあった場合に迅速かつ適
切に対応しているか

〇

㉞
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信
しているか

〇

㉟ 個人情報に十分注意しているか 〇

㊱
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のために配慮をしているか

〇

㊲
事業所の行事(ワークショップ)に地域住民を招待す
る等地域に開かれた事業運営を図っているか

〇

㊳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知してい
るか

〇

㊴
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っているか

〇

㊵
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切に対応しているか

〇

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に
十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサー
ビス計画に記載しているか

㊷
食物アレルギーのある子どもについて、保護者の
要望に応じて医師の指示書に基づく対応がされて
いるか

〇

㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して
いるか

〇

コロナ過による実施の見送り

６月・９月と年２回（地震・火災/水害）

虐待防止・身体拘束委員会設置　内部研修の実施

該当／非該当

コロナ過による実施の見送り

児童発達支援管理責任者が担当

該当／非該当

保護者さまのニーズに合わせて対応

保護者さまのニーズに合わせて対応

関
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や
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連
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非
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時
等
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２０２３．２実施

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わから

ない
無回答 ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
お子さまの活動等のスペースが十分に確保
されているか 84% 8% 0% 8% 0%

②
職員の配置数や専門性は適切であるか
(基準は児童10人に対し職員3名) 77% 8% 0% 15% 0%

・事業所定員は10人/日です。常時
５名～６名の職員を配置致しており
ます。

③

事業所の設備等は、お子さまが安全かつ安
心に通えるよう配慮がなされているか。
事業所内は、お子さまにわかりやすい構造
化された環境になっているか。

85% 0% 0% 15% 0%

④
お子さまの課題と保護者さまのニーズが客
観的に分析された上で、個別支援計画が作
成されているか

100% 0% 0% 0% 0%

⑤
療育プログラム内容が固定化しないよう工
夫されているか 77% 15% 0% 8% 0%

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流や活動
する機会を希望されますか 23% 15% 39% 23% 0%

⑦
運営規定、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか 92% 8% 0% 0% 0%

⑧
お子さまの状況や課題について共通理解が
できていると思いますか 100% 0% 0% 0% 0%

⑨
保護者さまに対して面談や、育児に関する
助言要請があった場合、適切に対応してい
るか

100% 0% 0% 0% 0%

⑩
茶話会等の開催等により保護者様同士の連
携が支援されているか 9% 15% 38% 38% 0% ・今年は久しぶりの実施を予定致し

ております。

⑪
お子さまや保護者様からの相談や申入れが
あった際に迅速かつ適切に対応されている
か

100% 0% 0% 0% 0%

連絡帳に様子を詳しく書い
ていただき、ありがたいで
す。zoomで通所の様子を
また見られる機会を作って
いただけると嬉しいです。

・実際の療育参観やオンライ
ンによる視聴もこれからも企
画して行こうと考えていま
す。

⑫
お子さまや保護者さまとの意思の疎通や情
報伝達は適切になされていますか 100% 0% 0% 0% 0%

予約がとても早いので予
定が合わなくなってしまい
日程が近づいてからキャン
セルすることが多くなって
しまいます。申し訳ないと
感じています。

・日頃よりご利用アンケート
にご協力頂き誠にありがとう
ございます。ご都合がつかな
くなったキャンセルについて
は都度ご連絡頂く形で構い
ません。これからもご理解と
ご協力をお願い致します。

⑬
定期的に会報(オトモリ通信)やホームページ
等で、活動概要や行事予定などは十分に発
信されているか

100% 0% 0% 0% 0% ・これからも定期発行（2ヶ月
毎）をしてまいります。

⑭ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 92% 0% 0% 8% 0%

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定しておりますが、
保護者さまに周知・説明されているか

100% 0% 0% 0% 0%
各種マニュアルについては事業所
内での掲示、定期的に職員による
内部研修を実施いたしております。

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避難訓練
が行われているか 69% 8% 0% 23% 0%

通信にも掲載させて頂いております
が、毎年６月と９月に火災及び災害
避難訓練を実施致しております。

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 100% 0% 0% 0% 0%

⑱ 事業所の支援に満足しているか 100% 0% 0% 0% 0% 外遊びがあれば良いと思
います

音の森でしか体験できない
音楽療育を提供して参ります
のでどうかご理解頂ければと
存じます。

お子さまの本人にわかりやすくすることです。

[保護者様向け] 放課後等デイサービス評価表 集計結果

公表日 :  令和 5年  ３月２４日 利用児童数     １９名　　　　回収数　１２名　６３%　

事業所名 :  音の森あさひかわ
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(注釈)

※「構造化された環境」とは、この部屋で何をするのか示せるように、タイルカーペットの色をわけたり棚の配置場所など
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